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５ 単元指導計画

時 ね ら い 学 習 活 動 資料 指導・援助評価規準・評価方法

毎日の生活か １．１人１日当たりのごみ ・１人１日 〈ア－①〉 ごみの量を
か ら出るごみの種 排出量を知る。 当たりの 生活の中のご 身近な数値に
な 類や量の多さに ごみの排 みに関心を示 置き換える。
ら 関心をもつこと 出量 し、これまでの
ず ができる。 ごみについて不思議に 体験や現在の生
出 思うことをだそう。 活から自分とご
る みの関わりを進
ご んで発表してい
み ２．不思議に思っているこ るか （発言）。

とを発表する。
１

、 。くらしの中で どのような種類のごみがどのくらいだされているのだろう

家庭から出る ・各家庭で 〈エ－②〉 事前にごみ
た ごみの種類や量 家で調べてきたごみの 調べてき ごみの分別方 処理について
く の多さに気づき 種類や量を話し合おう。 たメモ 昔 法について理解 家族に調査で、 （
さ 地域のごみ処理 と今の処 しているか。 きるようにワ
ん の方法に関心を １．調べてわかったことや 理方法） （メモ） ークシートを
の もつことができ 気付いたことを発表す （ごみの 〈イ－①〉 作る。
ご る。 る。 分別で思 ごみの種類量 ごみの種類
み ２．もっと知りたいことが うこと） の関連を考えて と量に分けて

ないか考える。 学習課題をつく まとめてい
２ り、課題の予想 く。

を立てることが 分別の仕方
できたか （発 について図を。
言・ノート） 使ってわかり

すくしてい
く。

家や学校で出されるごみは、どこでどのようにして処理されているのだろ
う。

ごみステーショ ・見学メモ 〈ウ－①〉 聞きたいこ
ご ンや収集の様子 ごみステーシ とを事前に整
み を調べることで 学校の近くのごみステ ョンの様子を観 理し、話せる、
を ごみの種類によ ーションを調べてみよう 察したり収集し ようにしてお。
集 って収集される ている人から調 く。
め 日が決まってい １．学校の近くにあるごみ べたい内容につ
る ることや、集め ステーションの様子を ・収集して いて聞き取るこ 見つけたこ

られたごみが資 調べる。 いる人の とができたか。 と・分かった
３ 源リサイクルセ ２．収集している人の話を 話 （発言・見学メ こと・疑問に

ンターへ運ばれ 聞く。 モ） 思ったことを
ることがわかる るようなメモ。

用紙を作って
おく。

ごみは種類によって集められる日が違い、決まった時間に集められて資源
リサイクルセンターへ運ばれているんだ。

私たちのくら １．収集している人を見て ・ステーシ 〈イ－②〉 自分たちが
仕 しがよくなるよ 思ったことを発表する ョン見学 様々な種類の 健康でよりよ。
事 うに、ごみ収集 の写真 ごみ処理の工夫 い生活を送っ
に や処理に携わる 収集している人たちは ・昔のごみ をとらえ、携わ ていることを
取 人たちが一生懸 くさいしきたない思いま 処理の様 る人々がなぜ一 考えさせる。
り 命に仕事をして でして、どうしてごみ収 子 生懸命仕事をし
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組 いることを考え 集の仕事をしているのだ ・昔と今の ているのか理由
む ることができる ろう。 ごみの違 まで考えている。
人 い か （ノート・。
の ２．収集に関わる人たちの ・収集して 発言）
思 努力や願いを考える。 いる人の
い 話

４
ごみを集めるとき、ごみがくさいし危険なこともあるけど、私たちのくら
しがよくなるように一生けん命仕事しているんだな。ごみが少ないきれいな
町にしようとしているんだな。

ごみの処理に １．ごみ処理されるまでを ・見学メモ 〈ウ－②〉 今までの学
見 ついて、資源リ 予想してみる。 用紙 見学計画を立 習の中でまと
学 サイクルセンタ て、見通しを持 めてきたこと
の ーで見たいこと 資源リサイクルセンタ つことができた や疑問に思っ
計 や聞きたいこと ーで見たいこと、聞きた か （見学メモ たことを振り。
画 を整理して見学 いことを考えよう。 用紙） 返られるよう

の計画を立てる 声をかける。
５ ことができる。 ２．見学メモの用紙に書い

て整理する。
３．書いたことを発表し、

。調べる視点を確かめる

集められたごみは、どのように処理されているのだろう。そこで働く人々
は、どんなことを思っているのだろう。

ごみの処理の ・見学メモ 〈ウ－①〉 前時の学習
資 ためにどのよう どのようにごみ処理が 意欲を持って で話し合った
源 な工夫がされて 行われているのだろう。 見学し、ごみ処 見たいことや
リ いるのか、また 理の仕方や働く 聞きたいこと
サ どのように再利 １．ごみ処理の仕方を見学 人々の工夫や願 に絞って見学
イ 用されているの する。 いをわかりやす できるように
ク かを見学してま ２．説明される人のお話を くまとめること する。
ル とめることがで 聞く。 ができたか。

（ ）セ きる。 見学メモ
ン
タ
｜
の
見
学
と
ま
と
め 家や学校で出されたごみは、資源リサイクルセンターでもやされたり、う

められたりするんだ。ペットボトルや缶・びんも集められていた。
６
７

環境資源課の １．どんな種類に分けられ ・様々な種 〈エ－②〉 見学で実際
分 方の話を聞いて ているのか考える。 類のごみ 高山市のごみ に見たり聞い、
別 分別の大変さを の分別方法や問 たりしたこと
収 実感する。 高山市の分別方法につ ・出前講座 題点について理 を思い出させ
集 いて、環境資源課の人の 解することがで る。
の 話を聞いてみよう。 ・分別する きたか （ノー。
大 活動 ト）
変 ２．環境資源課の人の話を
さ 聞いて、分別の大変さ ごみ処理が時

を知る。 代とともに変化
８ してきたことを
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理解できたか。

とても細かく分けられているんだな。どの種類に分けるか、わかりにくい
ものもあって大変だな。でも、ちゃんと分別しないと集める人たちが困られ
るんだ。

ごみ収集や処理 １ 前時の体験を思い出す ・ごみの分 〈イ－②〉 ごみの減量． 。
分 に携わる人々が 別の仕方 様々な種類の やリサイクル
別 ごみを細かく分 ・埋め立て ごみ処理の工夫 へ目が向けら
す 別することをす 細かく分別して出すこ 地が埋ま をとらえ、その れるようにす
る すめているのは とは大変なのに、どうし る年数 理由まで考えて る。、
こ 細かく分別する て環境資源課の人は細か ・ごみの量 いるか （ノー。
と ことで資源をリ く分別することをすすめ の変化 ト・発言） どうして細
の サイクルしてご るのだろう。 ・再利用し かく分別する
大 みを減量し、私 て生まれ ことが大切な
切 たちの生活環境 ２．資料から考える。 変わった のか考えさせ
さ を守っていきた ３．細かく分別する理由を ものの資 る。

いと願っている 考える。 料
９ からだというこ ・環境資源
本 とが分かる。 課の方の
時 お話

細かく分別することで、リサイクルすることもできるし、ごみの量も減る
んだ。環境資源課の人は私たちの町をきれいにし続けることを思いながら一
生けん命仕事をしているんだ。しっかり分けてごみを出していこう。

ごみ処理のマ １．ごみ処理やリサイクル ・前時まで 〈イ－③〉 教室から出
自 ナーや、ごみの について学習してきて の資料 住みよいくら るごみを分別
分 減量化・リサイ 思ったことを発表する しのために自分 し、再利用で。
た クルの大切さを には何ができる きるものはな
ち 意識し、自分た ごみについて自分た か様々な視点か いか考えさせ
に ちにできる活動 ちにできることを考え ら考えることが る。
で を考えることが てみよう。 できたか （ノ。
き できる。 ート・発言）
る ２．環境を守るために自分 ３Ｒ
こ たちができる活動につ リサイクル
と いて話し合う。 リユース

リデュース
10

ごみを捨てるときに、分別してリサイクルできないか考えよう。限りある
資源を大切にしていこう。

自分たちにで １．自分が取り組んだ活動 ・活動の振 〈ア－②〉 前時の考え
地 きる活動を実際 を振り返る。 り返りカ 身近な環境に をもとに事前
域 にやってみて、 ード 目を向け、環境 に活動をし
に これからも続け これからも続けてい 保全の取り組み おく。
住 ていこうと意欲 けることを考えよう。 への具体的な見
む をもつことがで 通しを持ってい
一 きる。 ２．続けて取り組めそうな るか （ノート。
人 ことを発表する。 ・発言）
と
し
て

自分にもできることはたくさんある。ごみ処理に関わっていく人のことを
思い出しながら、リサイクルして無駄遣いしないようにして住みよいくらし11
を守っていきたい。


